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(論文審査の要旨)  
学士（ソフトウェア情報学）、修士（工学）、土井千章君提出の学位請求論文は「Estimation of Personal 
Factors Affecting Purchasing Behavior and Its Application（購買行動に影響を与える個人要因の推定と
その応用）」と題し、全 7章で構成されている。 
消費者個々人に合わせてマーケティングを行う高度な One to oneマーケティングの実現が期待
されている。そのためには、購入意思決定に影響するデモグラフィック要因やサイコグラフィック
要因等の個人要因の影響や、文化や社会階層等の環境要因の影響を把握した上で消費者へ商品やサ
ービスを提供する必要がある。これらの要因はアンケートやインタビューを通じて取得することが
一般的であるが、全ての消費者から取得することは多大なコストがかかり困難である。 
本論文は個人情報を開示することへの物理的かつ心理的な負担をかけることなく消費者の購買
行動に影響を与える要因を理解することを目的とし、購買履歴、アンケート情報、位置情報（複数
の店舗に関するチェックイン履歴）の多面的かつ長期・高密度の観測可能な行動データを用い、購
買行動とそれに影響する個人要因の関係性について分析を行っている。ライフスタイル、商品に対
する嗜好、特定の店舗での購買意思、家族構成の 4つの要因を購買行動に影響を与える個人要因と
し、これらの個人要因を行動データから推定する手法を提案し、評価実験や実証実験からその有効
性を明らかにしている。 
第 1 章は本論文の序論であり、消費者の意思決定プロセスや購買行動に影響を与える要因につい
て述べ、本研究の位置づけや研究目的を明らかにしている。 
第 2 章では関連研究として個人要因の推定に関連する手法や研究について述べている。 
第 3 章では、消費者のセグメンテーションのための基準とされているライフスタイルに着目し、
購買履歴の分析によりライフスタイルが強く現れる商品を抽出し、それらの商品の購買履歴からラ
イフスタイルを推定する手法を提案している。7,023 人の購買履歴を用いた評価実験により、44.0%
の精度で推定できることを示した。 
第 4 章では、商品に対する嗜好に着目し、位置情報から商品に対する嗜好を推定する手法を提案
している。406名の購買履歴を用いた評価実験により、44.9%の精度で推定できることを示した。
また、8,863人を対象とした実証実験により、商品に対する嗜好の違いが情報閲覧率や来店率に影
響を与えることを示した。 
第 5 章では、家族の人数や年代などの家族構成に着目し、日用品の購買履歴から家族構成を推定
する手法を提案している。6,358人の購買履歴を用いた評価実験から、家族構成を 45.8%、乳幼児
の有無を 85.0%の精度で推定できることを示した。 
第 6 章では、位置情報から対象店舗における購買意思の強い顧客を推定する手法を提案してい
る。評価実験により、F値 60.8%で推定できることを示した。また、18,302 人を対象とした実証実
験により、購買意思の強さの違いが情報閲覧率や来店率に影響を与えることを示した。 
第 7 章は本論文の結論であり、論文を総括すると共に今後の展望について述べている。 
以上要するに、本論文は購買行動とそれに影響を与える個人要因の関係性について分析を行い、
行動データから購買に影響する個人要因を推定する手法を提案し、実際の行動データを用いた評価
実験や実証実験により提案の有用性を明らかにしており、その貢献は工学上、工業上寄与するとこ
ろが少なくない。よって、本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査委員会で試問を行い、当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
 
